【たこの木全体財源の確保について】
昨年度より女性スタッフの確保を呼びかけてきた結果、4月より新スタッフを得る事ができた。
しかしながら、当初予定していた寄付金収入が新年度に入り確保できない状況が生まれ、約120万近くの収入が不足する事態となっている。
この件について様々なご意見やご提案をいただきたい。
①事業拡大路線
・はてなのたねの居宅介護並びに移動支援の派遣量を増やす
・基準該当事業所から指定事業所へ変更する
・相談支援事業への参入
②会費カンパ拡大路線
・正会員並びに維持会員を増やす
・過去会員となっていた人の掘り起し
・新しい人たちへの支援の呼びかけ
※上記方法についての検討
③活動収益拡大路線
・バザー等収益活動の展開
・会報の有料配布
・25周年記念誌の発行や過去の通信のブックレット化
④新事業路線
・今ある活動の中から新事業を立ち上げ助成金を得る。
≪現状を鑑みての検討すべき事柄≫
・25年近く活動してきたたこの木が、他にはない展開をすることができた背景に、費用対効果を求めず人件費については、折々の収入を鑑み予算立ててきた。
・しかし、その費用は次に続く者にとっては非常に少額でありかつ非常に不安定なものとなっている。
・東京都の外郭団体から助成金を得てきたが、様々な活動ができるのは助成事業を上回る活動を担い実績としている　　事による。
・過去居宅介護事業所を立ち上げ急激に拡大した事業所を、たこの木と切り分けてきた経過がある。量的な派遣を担わなければならない面と質的な派遣を担う事の両方が必要と考えたが、急激に事業が拡大したことにより、今日のような同一事務所内で活動する事が困難な状況になった。切り分ける事で量的な派遣については一定の展開が生まれているが、質的な派遣については、その後はてなのたねを立ち上げる事により、質の中身を実際の派遣を通じ担ってきた。
・よって、事業の拡大はともすれば私たちの想いとかけ離れていく面を抱えている。しかし、一方で担い手を確保するための事業の拡大（ないし折り合う規模）は必要な面もある。
・たこの木クラブの会費・カンパ収入は過去120万円/年ベースで推移してきた。しかし、長年の取り組みの中、活動が株分けされたり、新たな展開を始める団体が現れる事により、本会の活動を賛同する人たちが他方へと流れている。昨今90万円/年前後で推移している。しかしながら一方で、たこの木通信の発行部数が増え続ける状況は新たな出会いを生み出しているという事で、新たな人たちに呼びかける事に拠る可能性は秘めている。
・以上の事を鑑み、一義的には日々の活動に影響がないものを考えたい。続いて日々の活動とリンクするものや活動の展開を考えたものを考えたい。しかし現実の中、での判断が必要だと思う。
